
その1
人材の量的不足に加え質的な抜本変化に対応できていないおそれあり！
＜例＞　人材スキル変化　　デジタル人材不足　　システム思考欠如

A 人手不足対応ができているか？
デジタル人材等は確保できているか？ B ものづくりだけで

付加価値を獲得していけるのか？

人材確保の状況 データ利活用を主導する部門

デジタル人材の
確保状況

品質管理体制の強化

質・量とも充足できていない

77.4％77.4％

11.0％

6.8％ 4.9％

質の面では充足できているが
量の面で充足できていない
量の面では充足できているが
質の面で充足できていない
質・量とも充足できている

実施する計画がある
別の手段で足りている

実施している
可能であれば実施したい 実施予定なし
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9.0％ 8.6％ 46.9％ 13.8％ 21.7％
製品出荷前検査状況のデータ化・
見える化や検査工程の自動化・
IT化に取り組む（ｎ＝4203）

32.1％

35.6％22.8％ 22.4％ 19.2％

39.9％ 22.2％2017 調査
（ｎ＝4316）
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5.8％32.1％

22.8％ 19.2％

5.8％

大きな課題となっており、ビジネスにも影響が出ている
課題ではあるが、ビジネスに影響がある程ではない
課題が顕在化しつつある
特に課題はない
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経営者、経営戦略部門
情報システムを統括する部門
そのような戦略・計画には取り組んでいない
製造部門
その他

55.1％2017 調査
（ｎ＝4350）

（ｎ＝4474）
2016 調査 29.6％ 44.8％

55.1％

44.8％ 7.9％ 15.4％
2.2％

3.1％
22.3％ 9.6％ 10.0％
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データ収集・利活用が現場主導から経営主導に移行
しかし、収集・利活用の具体的な進展は見られない

組織として品質が担保される仕組みの構築の推進

「現場力」の再構築と、それを実現する「経営力」 Connected Industries の推進

従来の「現場力」

●質の高い現場データを取得

付加価値の獲得　　　省人化　　　技能承継の実現

デジタルデータとして
資産化する力●職人技を体系化、暗黙知を形式知化

「暗黙知や職人技」を駆使し、問題を「発見」、企業や部門越え
て「連携・協力」しつつ課題「解決」のための「道筋を見いだせ
る」力。 「カイゼン」や「すり合わせ」にも通じる力。

デジタル時代の「現場力」

解決すべき”経営課題”

「現場力」の再構築を実現する「経営力」

経
営
主
導
に
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る
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具体的アクションへ
参考となる先進事例を約１5０事例掲載

問い合わせ先：経済産業省製造産業局ものづくり政策審議室　電話：03-3501-1689　FAX：03-3501-1689

今こそ変革の時！

2018年版ものづくり白書のポイント

その2
従来「強み」と考えてきたものが、変革の足かせになるおそれあり！
＜例＞　すり合わせ重視　　取引先の意向偏重　　品質への過信

その3
経済社会のデジタル化等の大変革期を経営者が認識できていないおそれあり！
＜例＞　IT ブーム再来との誤解　　足元の好調な受注による慢心

その4
非連続的な変革が必要であることを認識できていないおそれあり！
＜例＞　自前主義の限界　　ボトムアップ経営の限界

直面する２つの主要課題

その対応策がここにある！

経営者

必読！

大規模な環境変化に伴って、全ての経営者が持つべき4つの危機感危機感

国内工場でのデータ収集：
66.6%（2016年）→67.6%
（2017年）、
国内外の工場の個別工程・
生産工程全般におけるデー
タ活用(計画段階も含む）：
19.5%（2016 年）→21.6%
（2017 年）

続きは
本文で！

大変革の中で、「現場」任せにせず「経営力」を発揮する
ことで、デジタル時代の「現場力」を再構築していく

データを介して、機械、技術、人など様々な
ものがつながることで、新たな付加価値の
創出と社会課題の解決を目指す

実現に向けた課題
協調領域の最大化
サイバーセキュリティ対策
システム思考やビジネス設計力を有する人材育成の
充実
Connected Industries の地域への波及、担い手の専門
人材不足
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